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学
童
疎
開
に
始
ま
る
縁

　

東
京
都
江
戸
川
区
と
鶴
岡
市
と
の
友
好
の

歴
史
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
遡
り
ま
す
。

　

昭
和
19
年
、
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
東

京
で
は
、
児
童
の
集
団
疎
開
が
始
ま
り
、
江

戸
川
区
の
児
童
４
、
３
０
０
人
以
上
が
、
同

年
８
月
か
ら
終
戦
後
の
20
年
11
月
ま
で
、
鶴

岡
の
各
地
で
疎
開
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　

親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
寂
し
さ
の
中
で
も
、

鶴
岡
の
豊
か
な
土
地
柄
と
人
々
の
温
か
さ
に

よ
っ
て
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

深
ま
る
交
流
、
そ
し
て
盟
約
の
締
結

　

交
流
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
29
年
頃
の
こ

と
。
疎
開
児
童
た
ち
は
、
大
人
に
な
っ
て
も

鶴
岡
の
人
の
温
か
い
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

実
際
に
鶴
岡
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
昭
和
39
年
の
新
潟
地
震
で
被
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人　口：69万4,104人
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江戸川区・鶴岡市
友好都市盟約40周年

江戸川区と鶴岡市の友好には、長い歴史と後世
に語り継ぎたいエピソードがあります。友好の
絆を更に深めて、交流の輪を一層広げましょう。　　

■問本所総務課☎内線315

▲昭和20年頃の湯田川温泉の疎開児童たち

江戸川区は

こんなまち！

害
を
受
け
た
本
市
へ

の
援
助
や
、
疎
開
当

時
に
遊
ん
だ
内
川
へ

の
コ
イ
や
金
魚
の
放
流
行
事
な
ど
を
通
じ
て

関
係
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
長
年

培
わ
れ
て
き
た
交
流
・
友
情
の
輪
を
区
民
・

市
民
に
広
げ
よ
う
と
、
昭
和
56
年
５
月
25
日
、

両
都
市
は
友
好
都
市
の
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

友
好
の
絆
を
い
つ
ま
で
も

　

現
在
も
、
両
都
市
は
文
化
・
教
育
・
経
済

な
ど
の
分
野
で
盛
ん
に
交
流
。
先
日
行
わ
れ

た
記
念
式
典
で
、斉
藤
猛
江
戸
川
区
長
は「
区

民
に
と
っ
て
鶴
岡
は
第
二
の
ふ
る
さ
と
。
友

好
の
輪
が
幾
重
に
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
う
」、
皆
川
市
長
は
「
交
流
の
一
層
の
発

展
を
図
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
も
資
す
る

未
来
志
向
の
新
た
な
都
市
交
流
に
取
り
組
み

た
い
」
と
挨
拶
し
、
今
後
も
、
両
都
市
の
絆

を
更
に
深
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

江戸川区は
ココです！

▲葛西臨海公園
　ダイヤと花の大観覧車

▲小岩菖蒲園

▲タワーホール船堀

▲船堀駅前で毎年開催される
　日本海鶴岡寒鱈まつり

▲総合レクリエーション公園

▲江戸川区役所にある
　友好都市展示ブース▲小松川境川親水公園

▲５月31日にオンラインで行われた盟約40周年記念式典

江戸川区章
◀昨年開所30周年を迎えた
　鶴岡市東京事務所

人口約70万人の大都市であると同時に、水と緑が
豊かな美しいまち江戸川区。福祉施策が充実してお
り、「誰もが安心して自分らしく暮らせるまち」として、
共生社会の実現を目指しています。今年５月21日に
内閣府からSDGs未来都市に選定されました。




